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　新学科の特色の１つは、国際バカロレア

(IB) の教員養成ということである。IB はジュ

ネーブに本部を置く、現代のグローバル社会

に対応するための国際教育プログラムで、従

来の偏差値教育とは異なり、学生による「探

究」と「協働」を主体とする教科横断型のア

プローチを特徴とする。小学校、中学校、高

校 (DP) レベルの各プログラムがあり、DP

を修了すればそれが欧米などの主な大学の入

学資格にもなる。文科省は 2020 年までに国

内の IB 校（DP）200 校以上を目標にしてお

り、DP 修了を入学資格として認める日本の

大学も増えている。新学習指導要領で高校以

下の教育に導入を予定しているアクティブ・

ラーニングも IB をモデルにしており、IB 教

育は、いわば「アクティブ・ラーニングの固

まり」とも言われ、今後の日本の全ての教員

養成に有用となるプログラムでもある。

　IB 機構に対して IB 教員養成（IBEC）プ

ログラムの設置認可を申請し、1 年半の準備

の後、この９月、２日間の認可訪問にて高評

価での無条件認可が決定した。国際教育学科

の学生は、４年間かけて IB の教員資格を取

得すれば、日本も含め、世界の IB 校で教員

をすることが可能になる。現在、国内の他大

学でも IBEC の開設を進めているところがあ

るが、ほとんどが大学院での設置（学部とは

別のプログラム）であり、学部レベルでは理

系の大学が一つあるだけで、文系では都留文

科大学が日本で最初となる。 

　新学科の特色の２つ目としては、グローバ

ルな視点でのリベラル・アーツ教育やディ

ベート教育が挙げられる。国際教育学科で

は、教員養成だけでなく、グローバルにも、

ローカルにも、創造的に貢献できる人材の育

成を目的にしている。そのために、日本語で

も、英語でも教えられる専任教員を揃えてい

るが、欧米、アフリカ、アジア等の歴史、文

化、宗教などを学んだり、環境問題などのグ

ローバルな課題や社会の問題を、探究し、議

論し、解決策を見出すような教育をおこない

たいと考えている。批判的に考え、問題解決

能力を身につけたり、論理的にプレゼンや交

渉ができるようになるためには、ディベート

能力は必要不可欠である。

　３つ目の特色としては、２年の後期に全員

がデンマーク等の北欧を中心とした国へ留学

できることである。小中学校の教員養成をす

　昨年来準備を進めてきた国際教育学科が、平成

29 年４月から開設の運びとなった。現時点では我

が国唯一となる国際教育学科の入学定員は 40 名、

専任教員数は７名でのスタートとなる。

新学科「国際教育学科」
の開設にあたり

特集

国際教育学科準備室　教授　茂木秀昭
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るデンマークの７つの専門職大学やスウェーデ

ンの大学とは既に何度か行き来をして、交流プ

ログラムの実現に向けて話し合いを進めてい

る。最終的には、同数程度の留学生の受け入れ

もする予定で、学内でも国際交流がより活発に

なるであろう。北欧では、授業だけでなく、授

業参観や教育実習などのインターンシップもで

きる予定である。

　国際教育学科は、単に IB を外国から輸入す

るのではなく、そうした教育手法も取りいれな

がら、あくまで日本文化を基盤にして、21 世

紀型の教育を、教員と学生で創造して、海外に

も発信していきたいと考えている。

秋季オープンキャンパスの国際教育学科特別講義の様子

国際教育学科の３ポリシー

国際バカロレア
（IB）の学習者像

ア
(入学者受け入れの方針 )
ドミッションポリシー： 国際バカロレア教育並びに 21 世紀型教育に興味があり、そ

の教育者や実践者になりたい学生

カ
(教育課程編成・実施の方針)
リキュラムポリシー： 英語で授業に参加できる語学力を養成し、探究型のリベラル

アーツ教育を通じ、クリティカル・シンキング、コミュニケー

ション力、課題発見・解決力など現代の社会が求める能力

を身につける

デ
( 学 位 授 与 の 方 針 )
ィ プ ロ マ ポ リ シ ー： グローバルな視野を持ち、アクティブ・ラーニングや探究型

の教育ができ、国際的に活躍できる人及び地域創生にも貢

献できる人

・探究する人
・考える人
・知識のある人
・コミュニケーションができる人
・信念のある人
・思いやりのある人
・バランスの取れた人
・心を開く人
・挑戦する人
・振り返りのできる人



都留文科大学報２０１６年１２月２２日

— 4 —

　今年度 10 月から初等教育

学科に着任致しました青木宏

希と申します。

　歴史と伝統のある都留文科

大学で仕事をさせて頂けるこ

とは大変光栄に感じておりま

す。宜しくお願い申し上げま

す。

　私の専門は図工・美術とデ

ザインです。

　私は現在に至るまでの 13

年間を東京藝術大学美術教育

研究室で制作・研究を行って

まいりました。現在も多くの

先生方に支えて頂きながら東

京藝術大学（以下、芸大）で

木工室勤務の非常勤講師とし

て活動しています。芸大では

利用希望者への木材加工の指

導と道具などの管理や整備、

安全使用講習などを担当して

います。また、芸大同研究室

からの推薦を受け、大学部局

間の協力関係にある東京医科

歯科大学教養部で「芸術Ⅰ」

の授業もおこなっておりま

す。授業は「デザイン概論」

と「デッサン実技」を受け持

ち、将来、医師になる学生に

教養科目として授業を行って

います。また、一昨年から活

動を始めた東京都台東区の

「少年少女発明クラブ」では

小学生、中学生と発明に関す

る活動を行っています。そう

いった経験から図工・美術の

分野と他の分野が専門領域を

超えて横断的に関わり合いを

持つ事は自身の専門分野を客

観視する上でも貴重な経験で

あると考えるようになりまし

た。そして昨年度からこの都

留文科大学で「表現Ⅳ」と「デ

ザイン演習」を受け持ち、今

年度特任教員として美術教室

での学生指導と「図画工作実

技演習」や「デザイン演習」

等の講義を担当します。また、

美術棟施設内（木工室等）の

管理運営業務と図工・美術教

室主催の地域貢献活動を行い

ます。

　この都留文科大学の印象は

山々に囲まれ静かで、制作・

研究、勉学に励む最高の場所

であると感じています。また、

学生が自然の四季に関心を持

ち、生き物のたくましさや

はかなさ、美しさを日々

感じることの出来るすば

らしい環境だとおもいま

す。そしてなにより、都

留文科大学の熱心な先輩

である先生方によってす

ばらしい環境や研究設備

が学内に揃っていること

にも驚きました。それに

答えるように熱心な学生

が多く、多くの事に好奇心を

もち、手を動かして何かを創

り上げることに情熱のある学

生も多いと感じています。

　美術教室にも授業準備等に

使用する為の木工室やそこに

ある手道具、大型の木工機械

などがあります。

　私はこういった教室や道具

を最大限に活かすため、教育

上有効な活用方法を考えなが

ら教室運営や道具使用方法な

どを検討していくことが必要

だと考えています。図工美術

は、概ね個々の作品が結果的

に出来上がります。そのこと

から一人で全てが完結すると

認識しがちです。しかしなが

ら、一人一人が熱心に制作す

るためには他者への多くの配

慮があって初めて作品が制作

でき、完成することが出来る

と思います。限りのある材料

や道具を他者と共有し使用す

るからです。この経験は図工

美術の授業時間に限らず自分

と他者を意識するきっかけに

なると思います。

　簡単に言えば教室管理です

が、それを行うことの深い意

味を学生指導や制作活動の中

で伝えていきたいと考えてい

ます。

文大に着任するにあたって

木工室

　　　　　文大に着任するにあたって

初等教育学科　特任教授　

青木宏希
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　2016 年 10 月より国際教

育学科に就任いたしましたノ

ルドストロム・ヨハンと申し

ます。出身はスウェーデン王

国、ストックホルムの北に、

歴史あるロスラーゲンと呼ば

れる地域ですが、2008 年か

ら東京におりました。

　私はストックホルム大学の

日本研究学科と映画研究学科

の大学院を卒業後、早稲田大

学文学部演劇映像学科の博士

課程を修了し、日本学術振興

会の外国人特別研究員として

2 年間明治学院文学部芸術学

科にいました。

　私は国際教育学科で映画研

究や現代映像文化や日本の

ポップカルチャー研究などの

科目を担当します。日本映画

史、特に戦前日本の無声映画

からサウンド映画への変化時

期と日本初のトーキー映画製

作所の研究に携わってきまし

た。子供の時から映画への興

味が強くて、特に日本の映画

や映像文化への興味が徐々に

強くなってきました。数多く

の日本映画をスウェーデンで

見て、いつか日本語を習って、

東京の大学で日本映画史を勉

強したいと思いました。また

早稲田大学の博士課程に居な

がら、国際映画祭のフリーラ

ンス映画キュレーターとして

の活動も始め、海外にまだあ

まり知られてない日本映画史

の様々な優れた映画をヨー

ロッパとアメリカに紹介した

こともあります。最近では今

年の 10 月に日本の国立近代

美術館フィルムセンターとコ

ラボレーションして、内田吐

夢監督の特集をニューヨーク

の近代美術館（MoMA）で

に紹介しました。

　私は国際教育学科で学生の

皆さんに映画や現代映像文化

を分析しながらメディア・リ

テラシーの力をもっと身につ

けさせてあげたいと思ってい

ます。

　様々な映像メディアに対し

て色々な視点から分析方法を

交えながら、クリティカル

リーダーになれる学生、つま

り自分自身で考えることがで

きる学生を育成したいと思い

ます。

　今後ともどうぞよろしくお

願いいたします。

文大に着任するにあたって

　　　　　もっとメディア・
リテラシーの力を

国際教育学科準備室　専任講師　

ノルドストロム・ヨハン

穂高岳、　2016 年春
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　８月９日～ 12 日にかけ、

私たち自然環境科学専攻の地

学ゼミは四国へゼミ合宿に行

きました。４日間レンタカー

を借りたことで、自由に行動

しながら観察することができ

ました。この 4 日間で香川、

徳島、高知の３県を渡り、多

くの場所を観察することが出

来ました。主な観察場所は、

香川県では石の民俗資料館・

五剣山・国分台、徳島県では

鳴門海峡・土柱・高越鉱山・

立川渓谷、高知県では宍喰・

室戸岬・龍河洞・手結岬でし

た。サヌカイトや庵治花崗岩、

それ以外にも四国に来たから

こそ見ることが出来る地層や

岩石をたくさん観察すること

が出来ました。事前学習とし

て、見学地を大まかに調べて

いったことと、先生の解説を

聞くことで学びを深めること

ができました。多くの観察を

したなかで私が印象に残って

いるのは阿波の土柱と立川渓

谷です。阿波の土柱はいまま

で土柱自体みたことがなかっ

たため、天然記念物に指定さ

れている土柱を目の当たりに

してその大きさに圧倒されま

した。メカニズムが分かって

いてもここまできれいに柱の

ようになるということがとて

も衝撃的でした。立川渓谷で

は全員で化石の採取をしまし

た。珍しいものは採取できな

かったものの、自分たちの手

で採取し、それがどんな化石

なのか知ることが出来る楽し

さを学ぶ事ができました。ま

た、石を見てそれがどんな化

石なのか自分で判断できるま

での知識をつけたいと思いま

した。今回のゼミ合宿では学

習をメインにしながらも所々

観光も取り入れました。鳴門

海峡で船に乗り、鳴門の渦潮

を見ました。事前学習で鳴門

の渦潮のメカニズムが分かっ

ていたことで、より渦潮のす

ばらしさを感じながら見るこ

とが出来ました。香川のうど

ん、海鮮などおいしい食べ物

を食べた事もとてもいい思い

出です。私は山形出身のため、

初めて訪れた四国では学習面

でも観光面でもすべてが新鮮

で中身の濃い 4 日間を過ご

すことが出来ました。今回学

んだことをこれからのゼミの

活動に生かしていきたいと思

います。

　地学的自然は千差万別、たいへん地域性が強いも

のです。身の回りのせまい地域の観察だけでは十分

とはいえません。そこで地学ゼミでは、毎年、ゼミ

生が今まで訪れたことがない地方を選んで野外見学

をしています。移動しては見学、また移動しては見

学という、密度の濃いタフな４日間でしたがトラブ

ルもなく終わることができました。これからも、安

全面に配慮しながら、学生諸君にできるだけ多くの

経験を積んでもらいたいと考えています。

百聞は一見に如かず

初等教育学科教授　

中井　均

四国合宿で学んで

初等教育学科３年　西牧真優

夏季休業を利用して学外で学ぶ学外で学ぶ

室戸岬の展望台にて

立川渓谷での化石採取
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　日本文化史演習を履修して、

５月２日、７月２日、８月 17

日の計３回にわたって身近な文

学史跡を見て回りました。都留

にゆかりのある文学史跡や富士

山と関わりの深い文学作品、実

際に足を運ばなければ知ること

のできない町の雰囲気など、限

られた時間の中でたくさんのも

のを吸収することができまし

た。

　５月２日の都留市内めぐりで

は芭蕉句碑をメインに、普段

だったら足を止めて見ることが

ないような様々な史跡をじっく

りと見て回りました。存在は

知っていたけど行ったこともな

く、何があるのかも知らなかっ

たミュージアム都留や都留市商

家資料館では、都留の歴史につ

いて、当時を再現した展示や地

元で活動している方のお話から

知ることができました。知れば

知るほど都留は歴史のある、魅

力あふれる町だと気づいて、今

都留に住んでいる自分が誇らし

くなりました。

　７月２日の富士吉田・河口湖

めぐりでは、個人的にずっと行

きたかった『富嶽百景』（太宰

治）の舞台である天下茶屋に行

くことができてとても満足でし

た。当時太宰が見ていただろう

景色、太宰が使っていた道具な

どを間近で体感することができ

て、嬉しかったです。この日は

快晴で富士山がよく見え、夏

真っ盛りだったため雪はかかっ

ておらず、太宰の「こんな富士

は俗でだめだ」と言う声が聞こ

えてくるようでした。他にも、

富士山レーダードーム館やふじ

さんミュージアム、御師旧外川

家住宅見学など、富士山尽くし

の 1 日でした。

　８月 17 日の三鷹・神保町め

ぐりでは、前回に引き続き太宰

治と関わりの深い場所を歩き、

実際に訪れなければ出会えない

古書などを見て回りました。太

宰治文学サロンや、太宰の作品

で登場する店の跡地など太宰の

生きた跡をめぐることで、太宰

との距離感が縮まった気がしま

した。神保町では古本屋巡りを

して、図書館でもネットでも見

つけられないような素敵な本に

出会うことができました。これ

からゼミや授業での資料づくり

で思ったような本が見つからな

いときは、神保町を訪れようと

思います。

　どの回でも、少ない時間の中

で想像以上の濃い体験をするこ

とができました。普段の生活圏

では見ないもの、見つけられな

いものに出会うことができて、

実際に足を運び体を動かすこと

の大切さに改めて気づかされま

した。閉じこもっているだけで

は知ることのできない世界があ

るということを体感できたの

で、これからもっともっと視野

を広げて行動範囲も広げていけ

たらと思います。

　今年度の国文学科専門科目「日本文化史演習」では古川裕佳先

生と私が担当して都留市内芭蕉句碑めぐり（５／２）をはじめ、

富士吉田・河口湖方面（７／２）と、三鷹・神田神保町（８／

17）の「文学史跡めぐり」を実施しました。例年は京都・奈良

などの有名な観光地を回ることが多いのですが、あまり知られて

いない地元や東京近辺の文学史跡は文大生にとってかえって新鮮

だったようです。履修学生が少数だったため当初目標としたみん

なでワイワイガヤガヤ企画するという感じにはなりませんでした

が、最後は学生だけでお手製のパンフレットも完成でき、それな

りの収穫は得られたようです。個人的には地元やお気に入りの「吉

田のうどん」が紹介できてよかったです。

実は身近にあった

文学史跡

国文学科教授　

加藤浩司

日本文化史演習に参加して

国文学科 3 年　滑川南美

夏季休業を利用して学外で学ぶ学外で学ぶ

富士吉田市　北口本宮冨士浅間神社にて

富士吉田市・河口湖町

文学・歴史めぐりイラストマップ
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　夏季休業期間を利用して、タ

イで CELTA の 4 週間集中コー

スを受講しました。このコース

では、英語教育に関する理論を

学ぶだけでなく、実際の学習者

を相手に教室で実践を行いま

す。コース終了後には、全行程

でのパフォーマンスが評価さ

れ、合格すれば世界中で英語を

教える国際資格を取得できま

す。評価対象は、4 つの論述式

課題と専門家によって査定され

る８回の模擬授業（合計６時間）

です。

　私が指導を担当した生徒たち

は初級と中級に分かれていまし

た。生徒たちの国籍や母語は多

様だったため、授業はすべて英

語で行う必要がありました。最

初の 2 週間は、初級クラスを

担当しました。このクラスにい

るほとんどの生徒は難民であ

り、タイ語を話せなくてもタイ

で生活できるために英語を学ん

でいます。皆、英語を学ぶモチ

ベーションが高く、初級と思え

ないほど毎回授業で発言する生

徒が多く、教える側としてもや

りがいがありました。後半の 2

週間は、中級クラスを担当しま

した。こちらも学習意欲が高く、

就職活動で忙しい日々を送りな

がら英語の授業を受けに来る人

もいました。多くが、生活レベ

ルを向上させるために英語を必

要とし、とても努力しているこ

とがわかりました。

　今回 CELTA に参加した受

講生は 22 人で、通常は 5 ～ 6

人のグループに分かれてコース

を受けました。査定対象となる

週 2 回の模擬授業のほか、指

導者側の人数が不足していたた

め、査定されない授業も他の参

加者たちと力を合わせて担当し

ました。私は、指導案作成や教

室管理能力の部分は「とても優

れている」と評価されましたが、

課題であったのは時間管理でし

た。緊張していたこともあり、

また、生徒中心の活動をできる

だけ入れようとしたため、複雑

な指示や説明が上手くいかず、

時間配分に支障が出ました。し

かし、指導教官からのアドバイ

スや、他の参加者と相談して教

材や活動を精選したおかげで最

終的には課題を乗り越えること

ができました。

　CELTA コースは思っていた

以上にハードで、翌日の授業の

ための指導案を何度も修正し、

寝ないで学校に行っていた日も

何度かありましたが、様々な教

育または文化的背景を持つ人々

に出会ったことで視野が広が

り、一人では思い描けない授業

作りや問題解決策を学ぶことが

できました。教育現場でのチー

ムワークの大切さも実感でき、

4 月から横浜市の高校で英語教

師として働く際にも今回の経験

が活かせると思います。

　CELTA(Certificate in English Language 

Teaching to Speakers of Other languages) はケン

ブリッジ大学英語検定機構が提供する、世界中で英語を

教える国際資格が取得できるコースです。棚田さんは厳

しい審査をクリアして、9 月に実施されたバンコクでの

集中コースに参加し、15 歳から 60 歳代の国籍も母語

も英語を学ぶ目的も様々な学習者を相手に英語授業を行

う好機を得ました。コース参加者のほとんどは教師にな

る予定の学生で、米国出身の母語話者と中東やアジア圏

からの人々が混在し、他参加者との関係性においても多

くの刺激を受け、様々な視点から英語教育を学ぶことで、

英語教師としての成長につなげられたと思います。

世界レベルの英語教師

を目指して

英文学科准教授　

三浦幸子

バンコクで CELTA に

参加して

英語英文学専攻 2 年　棚田真理

夏季休業を利用して学外で学ぶ学外で学ぶ

CELTA に参加した仲間たちと
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　私は９月５日から４日間の

日程で行われた韓国ソウル市

でのフィールドワークに参加

しました。ここではソウル市

の福祉国家型都市政策と市民

自治というテーマで聞き取り

調査を行いました。

　海外渡航経験がなくフィー

ルドワーク経験も浅く、不安

と緊張がいり混じる４日間で

した。しかしこの経験はその

緊張や不安を大きく上回るも

のでした。聞き取り調査のみ

ならずソウル市の景観や日常

会話、電車の中の様子に至る

までありとあらゆることを蓄

積しました。

　その一例として鉄道やバス

などで用いられる交通系 IC

カードを挙げます。韓国は ”

T-money” 日本は ”Suica” が

代表的です。使った感想とし

て T-money の反応は遅く

Suica 感覚で使うと読み取り

エラーを起こしそうでした。

その後調べると、日本の方が

早くより多くの人を通せる

NFC タイプですが、韓国の

方が国際的には一般的とのこ

とです。そこから、なぜ日本

はこの選択をしたのかという

問いが生まれ、都市の人口と

交通機関の関係性を考えるこ

とにつながりました。このよ

うに韓国のことを考えるのみ

ならず、日本のことを考える

ときのツールとしてこの経験

がいきています。

　ツールを増やすことは大学

の科目であっても可能です

が、外に出て自分の興味関心

のあることはもちろんのこ

と、自然科学分野など接点が

薄くみえるものから得ること

も多いと感じました。同時に

自然科学の教養が社会を考え

るツールとなることを強く感

じました。このフィールド

ワークは自分自身の学び方を

考えるものにもなりました。

　最後になりましたがこの

フィールドワークで指導して

くださった進藤兵先生、河添

誠先生、通訳を担当された常

葉大学安周永先生、そして聞

き取り調査で協力してくだ

さった、ソウル市役所経済民

生諮問管のクォン・ジョンス

ン氏、「福祉国家ソサエティ」

の方々、ウン・スミ氏、キム・

ミンス氏、ジョ・ソンジュ氏、

チョン・ギョンソク氏に感謝

の意を表します。

　社会学科専門科目「フィールドワーク」の一環で、現代

社会専攻では海外自治体調査を企画してきました。今年は 9

月に、３泊４日の日程で韓国ソウル市の「福祉国家型都市政

策」をテーマとして調査を行いました。私自身、十数年ぶり

のソウル訪問でしたが、都市再開発の劇的な進展と、地下鉄

での韓米中日４か国語表記（韓国社会の国際化）やエレベー

ター設置（バリアフリー化）は印象深かったです。残念な点は、

参加する学生が数年前と比べて減少していることです。学生

の貧困化（学費、奨学金返済・家賃高騰、低賃金長時間バイ

ト、仕送りの減少）も一因でしょうか。

夏休みを利用した海外

での学習

社会学科教授　

　進藤　兵

海外フィールドワークを

通して

社会学科２年　澤田雅斗

夏季休業を利用して学外で学ぶ学外で学ぶ
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　この夏、私はシンガポールにて

開催されたビジネスインターン

シップへ参加してきました。「シ

ンガポールで起業せよ」をミッ

ションに具体的なビジネスプラン

を練り、それを様々な起業家の方

へプレゼンテーションをして投資

をしてもらう、という内容でした。

大阪で計４回、シンガポール現地

で計５回のプレゼンに加えて、数

回の勉強会と市場調査を含む約１

か月間のプログラムでした。

　私がこのインターンシップに参

加した目的は２つありました。１

つ目は、社会に出る前に海外で

の ” ビジネス ” を本気で考えると

いうことでした。２つ目は、イン

ターン中の市場調査に加えてビジ

ネスとは別に、自身で作成したア

ンケートなどの参与調査を試みる

ことでした。この２点を目的とし、

私は研究の専門地域でもある東南

アジアのシンガポールへ訪れまし

た。

　学んだことは数え切れないほど

あるのですが、その中でも特に印

象的であった学びをインターン

シップと参与調査それぞれの観点

から述べていきます。

　私がビジネスインターンシップ

で学んだことは、「伝えることの

重要さ」すなわち「端的に述べる

技術の重要さ」でした。本質を捉

えながら端的に物事を述べること

ができると、アウトプットの量を

増やすことができますし、伝えた

い内容もブレにくくなります。起

業家の方に耳を傾けてもらえる時

間は最長で５分間のみで

あるため、この時間内に

商品内容から収益モデル

まですべての内容を伝え

なければなりませんでし

た。数回の発表を重ねて

いくうちに、優先すべき

ものとそうでないものの

吟味や、例えば図を利用

するなど伝え方の工夫を

凝らすことにより端的な

プレゼンを実現すること

ができました。

　シンガポールにおける参与調査

では、卒業論文で対象とするシン

ガポールの多文化共生に関してリ

アルな声を得ることができまし

た。多くの言語や民族が混ざり合

う多文化社会であるシンガポール

において、現地で直接聞いたアン

ケート調査は非常に重要なものと

なりました。仮説を立て、それを

調査すべく自分の足で情報を集め

るということは、研究のモチベー

ションの向上にも繋がりますし、

書籍などには無い自分の必要とす

るデータをダイレクトに調べるこ

とを可能にしてくれました。しか

しそれと同時に、アンケートの言

語設定や対象者の選択など、私自

身の参与調査の方法に課題も残り

ました。改善策を考え今後の調査

に生かしていきたいです。

　以上のように、シンガポールで

の日々は私にたくさんの学びを与

えてくれました。椅子に座ってい

るだけでは見えないものを、実際

に自分で動いて見つけに行くとい

う積極的な気持ちをこれからも大

切にしていきたいと思います。

　東南アジア社会論のゼミでは、東南アジアの社会を歴史、

文化といった視点から研究しています。研究対象地域が遠方

のため、ゼミ合宿を現地で実施することは出来ません。しか

し、ゼミ生たちは積極的に東南アジアの様々な地域を自ら訪

ね、テキストで学んだことを実際の東南アジアの状況のなか

で考え直したり、NGO 活動に参加したり、あるいは自分の

関心のある事柄について資料を集めたりしています。とくに、

社会を構成する人種・民族の多様性や経済格差などは東南ア

ジアの重要な特徴です。どのような問題も、この特徴と切り

離すことが出来ないため、自分の足で現地を歩き、人びとと

接することは、ゼミでの学習に広がりを与えてくれます。

東南アジアの社会の

空気を知る

比較文化学科准教授　

内山史子

海外インターンシップと

参与調査を通しての学び

比較文化学科４年　黒澤　駿

夏季休業を利用して学外で学ぶ学外で学ぶ

投資家へのプレゼンテーションの様子

シンガポールインターンシップ集合写真
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教育実習報告

　私は 9 月 5 日から 30 日まで、

地元の岡山県倉敷市立富田小学

校にて教育実習をさせていた

だきました。実習が始まる前は

一ヶ月の実習は非常に長く不安

に思っていましたが。実習を終

えた今となっては、非常に充実

しておりあっという間に実習が

終わりました。

　私は 5 年Ａ組、25 人の児童

たちと毎日を過ごしました。実

習の目標として教師らしい言動

を心がけるというのを心に決め

ていました。なかでも児童との

関係作りには悩んだところが

多々ありました。子どもたち

目線に立って良いところは褒

め、駄目な所は注意をするとい

うようにメリハリをつけながら

関わっていきました。子どもた

ちと休み時間に何気なくする会

話、業間や昼休みに鬼ごっこや

ドッジボールをする時などから

子どもたちとの関係性を作って

いきました。

　実習校では合計で 9 回の授

業をさせていただきました。授

業を作ることは非常に難しいこ

とでした。自分の伝えたいこと

をどのように伝えれば子どもた

ちがわかってくれるのかという

ことを考え、何回も指導案を書

き直しました。いざ授業となる

と緊張で全くうまく話せません

でしたが、そのような時に子ど

もたちが助けてくれるのです。

発問がうまくいかず授業の中に

無音の時間が生まれてしまった

時には、多くの子どもたちが自

分が考えたこと、こういうとこ

ろがわからないと教えてくれま

した。大学で書く指導案と違う

ことは、目の前に子どもの姿が

あるということです。あの子な

らここでこう言うだろう、答え

てくれるだろうと予想しながら

指導案を書きました。何より面

白いのは、自分の予想を超えた

答え、考えをしてくれる子ども

たちです。授業ではうまくいか

ないこともありましたが、また

先生の授業が受けたいと沢山の

子どもたちが言ってくれまし

た。

　実習校での実習生は私だけ

だったので、すべての学年の子

どもたちと関わることができる

よう実習校が配慮してください

ました。1 年生へは朝の時間で

の読み聞かせ、2 年生へは体育

の授業参加、3 年生は社会科の

スーパーマーケット見学、地元

農家さんご協力によるりんご狩

り、4 年生は授業見学、6 年生

へは 2 クラスに英語の授業を

させてもらいました。すべての

学年と関わらせてもらう中で気

づいたことは、たった 1 年し

か違わない子どもたちですが発

達が上の学年、下の学年でまっ

たく違うということです。1 年

の差でこれほどまでにできるこ

とが違ってくる。言い換えると

1 年でこんなにもできるように

なることが増えるということで

す。しかしながら、そのできる

ことをできるようにするのは教

師も大きく関わってくることで

あって非常に責任の大きな仕事

であると再認識しました。

　終わりに、教育実習に行って

私は教師になることを決めまし

た。しかし、今大学で勉強して

いることだけでは現場で全く通

用しないということを感じまし

た。残りの大学生活で子どもた

ちに自信を持って伝えることが

できる経験を沢山して教師にな

ろうと思います。

教育実習を終えて

初等教育学科 3 年　大田純也

子ども達からもらった色紙と手紙
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　この夏、母校の中学校で四週

間の教育実習をさせて頂きまし

た。実習に先立ち、「ゼミで研

究中の ICT を活用した授業実

践をする」、「積極的に生徒とコ

ミュニケーションをとる」の２

点を目標として掲げました。

　まず衝撃だったのは、私が在

学していた当時より ICT の環

境が整備されていたことです。

プロジェクターが常設され、各

教室に Wi-Fi 環境が整い、40

台の iPad-mini が揃っている。

たった数年間でここまで変わっ

ているのかと驚き、また学校教

育が大きく変わり始めている現

実を目の当たりにしました。こ

の大きな変化を踏まえつつ、情

報教育担当の先生から「ICT は

目的ではなくあくまでも手段で

あり、これを忘れてはいけない」

とのお話がありました。そこで、

本来の目的を忘れないように気

をつけながら、iPad の効果的

な利用法を探りました。実際に

は、スライドの映写、動画撮影

などのために利用し、無理なく

取り入れることができたのでは

ないかと思います。

　教科担当の先生は、「自由に

授業をして構わないが、その中

で生徒たちにつけさせたいコト

バの力は何なのか、をはっきり

させてほしい」と繰り返しおっ

しゃっていました。この助言が、

授業作りをする上で、常に自分

の悩みとなり、また授業を良い

ものにするきっかけとなりまし

た。例えば、小説読解の授業

で、発問に対する答えが一つに

決まらない時、生徒個人の拡散

的思考が全体で共有されて終わ

るような授業をしてしまったこ

とがありました。もちろん、時

間の制限がある中で、仕方がな

い部分もあったのですが、生徒

も私もモヤモヤした感覚のまま

単元が終わってしまいました。

指導教諭の先生からは、「本文

の叙述を根拠として意見を述べ

させることがしっかりできてい

れば、拡散的思考を含む授業で

あっても、生徒にコトバの力を

つけさせられたのでないか」と

いう指摘をいただきました。生

徒の成長を見据えて授業する大

切さを知り、また、「つけさせ

たい力」を具体的にどう授業に

反映させるかが課題として残り

ました。

　クラスの生徒たちとコミュニ

ケーションをとることは予想以

上に大変でした。積極的に話

しかけてくれる生徒もいる一

方、話しかけてもあまり反応を

示してくれない生徒もいて、十

人十色の性格を持つ生徒たちと

意思疎通する難しさを感じまし

た。クラス担当の先生からは、

高度な内容を持ち掛けるのでは

ない、何気ない会話から始める

と良い、とアドバイスを受けま

した。限られた時間の中で、ク

ラス全員と会話するための工夫

として、授業開始前は早めに教

室に入り、授業準備をしながら

生徒たちと交流するというルー

ティーンを始めました。その結

果、だんだんと会話が弾む場面

が増えてきたように思います。

　四週間を終えて、恵まれた環

境で実習をさせて頂いたことに

感謝するとともに、大きく教育

が変わろうとしているこの時代

に教員をやる醍醐味を少しだけ

味わえた気がします。今回の経

験を生かし、新しい学びに向っ

て邁進していきたいです。

教育実習を終えて

国文学科３年　森　公崇

教育実習報告

授業中のひとコマ
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教育実習報告

　2016 年の 5 月末から 4 週間、

母校の公立中学校へ教育実習に

行かせていただきました。実習

中は多くのことを吸収でき、一

日一日がとても充実した時間で

した。多くの先生方に支えられ

ながら、生徒と一緒に学び時

に支えられたあっという間の 4

週間だったように感じます。不

安と緊張が入り混じりながら担

当クラスの教室へ入ると、黒

板には「大野先生、ようこそ 2

年 8 組へ」と書かれていました。

とても嬉しかったのを覚えてい

ます。それと同時に、生徒にとっ

て私は「先生」なのだと実感し、

全力で取り組んでいこうと決意

を新たにしました。

　打ち合わせの際に教頭先生や

指導担当の先生から「なるべく

たくさん生徒と触れ合ってくだ

さい」「自分からどんどん話し

かけていってください」という

言葉をいただきました。そこで

実習に臨むにあたって、「生徒

理解」そして「信頼関係」を作っ

ていくことを大切にしようと考

えました。生徒との信頼関係を

作っていくために、まずは全員

の名前をなるべく早く覚えよう

と決めました。名前を覚えるこ

とを苦手と感じていましたが、

3 日間で絶対に覚えるという目

標をたて、早く名前を覚えられ

るようにと先生と生徒がくれた

クラス写真に助けられながら全

員の苗字と名前を覚えることが

できました。読み方が難しい、

または珍しい名前の子にはその

子に直接聞きにいき、生徒に話

しかけるいい機会でもありまし

た。名前を聞いていると周りの

生徒たちも「これ読める？」「こ

の子はこう読むんだよ」などと

話に加わってくれコミュニケー

ションの輪が広がりました。名

前を覚えたことで話しかけやす

くなり、生徒との距離が縮まっ

たように感じました。

　実際に授業を行うのは 3 週目

からだったので、1 週目、2 週

目はなるべく多くの担当クラス

の授業見学へ行きました。私の

担当は英語ですが他の教科では

生徒たちのまた違った表情や姿

勢を見ることができ、指導案作

成の際に発問や活動、時間を工

夫するために大いに役立ちまし

た。授業は 2 クラス担当させ

ていただきましたが、クラスの

雰囲気も違えば、生徒の一人一

人がまったく違った個性を持っ

ていました。実際に授業を行っ

てみると、頭の中で予想してい

た答えとは違ったものが返って

きたり、反応がクラスによって

違ったりして常に手探りの状態

でした。特に最初の頃は考えて

きた活動を進めることに必死で

予想していなかった答えへの対

応や、理解が不十分な生徒への

支援などが上手くできず、満足

のいくものではありませんでし

た。生徒に対して申し訳ないと

いう気持ちと共に自分の力不足

を痛感していました。そんな時、

「先生の授業楽しかったです」

といった生徒たちの言葉は素直

に嬉しく、何よりの支えとなっ

ていました。生徒のために生徒

に寄り添ったより良い授業にし

ようと考え、指導担当の先生か

らご指摘いただいた改善点や良

かったところを意識し、生徒の

ことを思い浮かべながら次の授

業に生かそうとしました。

　実習を振り返ってみると、悔

しかったり悩んだりすることも

ありましたが、不思議と良い思

い出ばかりが浮かんできます。

教員という職業は決して容易な

ものではなく、悩みや苦しいこ

とも多くあるかと思います。し

かしそれ以上に生徒の成長を喜

び合える魅力的な職業であると

改めて感じることができまし

た。先生方や生徒との「出逢

い」と実習での「経験」は教員

を目指す上ではもちろん、大学

生活でも大きな力となっていま

す。来年の春からは本当の先生

として教壇に立ちます。お世話

になった先生方と生徒のみなさ

んに感謝するとともに、善き教

師像を求めて日々努力していき

たいと思います。

教育実習を終えて

英文学科 4 年　大野友梨香

実習の様子
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　９月上旬から２週間、母校で

ある大垣市立安井小学校で教育

実習を行いました。既に昨年、

中学校での教育実習を行ったこ

とも踏まえて、小学校教育と中

学校教育との差異を明らかに

し、それぞれの発達段階に応じ

た指導を考えていくことを自身

の目標とし実習に望みました。

2 週間という大変短い実習期間

でしたが、実習校の先生方に多

くのご指導・ご声援を頂きなが

ら、充実した教育実習を行うこ

とが出来ました。

　学習指導、生徒指導、学級経

営、行事運営など多くことを経

験させていただく中で、何を大

切にすべきなのかを日々考えさ

せられました。同時に担当学級

が 2 年生であり、1 つ 1 つのこ

とに対して的確な指示をわかり

やすく出す必要があり、指示の

出し方や言葉選びに苦労させら

れることも多々ありました。

　まず学習指導において、いか

に児童を授業に惹きつけられる

かを考え指導案作成を行いまし

た。導入の５分は最も大切であ

り、その５分でその授業に対す

る児童たちの意欲は変化しま

す。児童たちを惹きつけるため

に、絵やものを用いて視覚的・

感覚的に授業に引き込むように

しました。また、言葉選びを大

切にしました。ただ「特徴を見

つけましょう」ではなく「秘密

を探してみよう」と好奇心をく

すぐるような言葉に変えること

や、「挑戦状だよ」「勝負だよ」

といった児童たちに闘争心を持

たせるような言葉を使うことが

とても効果的でした。

　次に生徒指導です。私の担当

したクラスは活発で元気がある

反面、落ち着きのない児童も

多々見受けられました。１人の

案件の対応をしている間に、別

の場所で問題が起こることも多

くあり、自分一人で対応するこ

とに限界がありました。そうし

た中で、教師同士で協力しあい

生徒指導を行うことが必要不可

欠であることを感じました。同

時に指導の際には、必ず子供の

行動の理由を聞くことや、何が

いけないのか、どうすべきなの

かを児童自身に考えさせること

が、主体的な行動や公共性を指

導していく上では重要であると

学びました。

　最後に学級経営です。実習の

中で 1 日学級担任の代わりに

学級運営を行う全日経営も実施

しました。全日経営を通して感

じたのは、とにかく時間がな

いということでした。授業は 1

日 5 時間以上決められた時間

行い、空いた時間を見つけて宿

題を点検及び提出物の確認をし

ます。しかし休み時間は児童た

ちと自由にコミュニケーション

がとれる唯一の時間であると同

時に、何か問題が生じればすぐ

に生徒指導を行うというのが現

状でした。そうした状況で、学

級の児童一人ひとりに平等に接

し、学級全体をまとめていくこ

とはとても根気が必要であり、

時間がとにかく足りないと感じ

ました。

　多くのことを体験し、多くの

ことを感じ、多くのことを学ぶ

中で、「教師」という仕事の大

変さをとても感じました。しか

し、大変さ以上に「教師」の仕

事のやりがいや楽しさを知るこ

とが出来ました。2 週間という

とても短い期間でしたが、とて

も充実した教育実習であり、こ

の経験を将来に繋げていきたい

と感じました。

教育実習を終えて

社会学科 4 年　早瀬　将也

教育実習報告

担任のクラスでの生活科研究授業の様子
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安藤先生をお迎えして

　今年度の春季講演会は、東

京女子大学の安藤信廣先生に

お越し頂いた。今をさかのぼ

る三十年以上前、私が本学の

学生であった頃、本学の非常

勤講師としてお越し頂いてお

り、私も受業生としてお世話

になった。

　当時、安藤先生は、法政大

学に就職されて間もない三十

代前半で、物静かではあるけ

れども、広範かつ膨大な読書

量に支えられた見識を有して

おり、我々受業生を魅了した。

当時は大学前駅などなく、大

学が用意していたマイクロバ

スを逃すと、谷村町駅まで歩

かなければ為らなかったのだ

が、よく授業終了後に押しか

けて質問したり、時には有志

でコンパ ( もちろん、先生が

幾分か多めに払って ) を開い

てお誘いしたりした。都留の

授業だけでなく、法政大学の

ゼミにまで、もぐりで参加し

ていた学生までいたと聞いて

いる。

　今思えば、先生には随分と

迷惑なことだったろうが、嫌

な顔一つせず、いつもつき

合って下さった。授業を受け

たのは三年生の時のわずか一

年で、しばらく勉強に打ち込

みたいとの理由で本学の講師

を辞されたが、強く記憶に残

る先生のお一人である。

　こうした先生の学識・人柄

に、ぜひとも学生達に接して

欲しいと願って、お招きした。

予想に違わず、学生達のアン

講師紹介

安藤　信廣（あんどう　のぶひろ）
東京女子大学教授。1949 年、東京都出身。
東京教育大学文学部文学科漢文学専攻卒
業、同大学院文学研究科修了。
著書、『庾信と六朝文学』(2008 年・創文社 )、

『阮籍「詠懐」詩の語り手』(2002 年・創文社 )
他多数。

ケートを見ても、満足度が非

常に高いものであった。中国

文学研究の視座から、これま

でには見えなかった日本文学

の一面があることを、学生達

だけでなく、我々教員たちも、

改めて教えて頂いたように思

う。先生には改めて、心から

感謝を申し上げたい。

　講演終了後、帰りの電車ま

での時間を利用して、色紙へ

の染筆をお願いした。少し考

えられた後、「天生我材必有

用」と書かれた。これは李白・

「将進酒」の一句で、「天の我

が材を生ずるに必ず用有り」

と読む。天が私をこの世に生

んだからには、きっと何らか

の役割があるはずだ、の意。

今や勤務先でも学会でも枢要

な地位を占めているのに、極

めて控えめな選文だと思う

が、なかなか将来の見えてこ

ない若者達に向けたものなの

かも知れない。

（国文学科教授　寺門日出男）

講演会の様子

講演会だより

国文学科　2016 年講演会

「漢文が日本にもたらしたもの」

～中国六朝文学と日本～

2016年６月15日（水）　開催
講演者　安藤信廣先生
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　 今 回 の 講 演 会 は、Second 

L a n g u a g e  A t t r i t i o n  b y 

Japanese Children という題の

もと、服部孝彦教授によって英語

で行われた。内容は第二言語忘却

がメインであったが、一方で第二

言語保持についても教えてくださ

り、帰国子女のみならず外国語学

習者全般に通じる概念なども知る

ことができたのは、私たちにとっ

て非常に有益であったと思う。

　外国語の忘却は、言語の持つ四

つの性質によって分類され、こ

れらを忘れやすい順に述べると、

語彙、形態素、構文、音声とな

る。服部教授曰く、幼少期（6 歳

か 7 歳くらいまで）を英語圏の

国で過ごし日本に戻って来た帰国

子女は、英語の発音に関してはネ

イティブスピーカーと大差ない

レベルを維持できるのであまり心

配することはないそうだ。早期教

育の分野でしばしば取り上げられ

る「臨界期」にも言及し、その考

えは音声の習得に関しては当ては

まると言う。12 歳以降に外国語

を学び始めた場合はネイティブス

ピーカーに匹敵するような発音を

習得するのはかなり困難なのだそ

うだ。

　言語の忘却そのものについて

も比喩を用いて解説して下さっ

た。服部教授が我々に紹介して下

さったのは、Retrieval Failure 

Theory（検索失敗説）というも

のであった。人がある単語を忘れ

る際に、その忘れた単語は脳内か

ら完全に消えてしまっているわけ

ではない。ただその単語を取り出

すのに用いる能力が衰えてしまっ

ており、結果としてその単語を思

い出せなくなる、という説である。

比喩的に言うと、文法でできた棚

の上に単語があり、それを取り出

す腕が、長らく使っていなかった

ことによりさび付いてしまうよう

なものだそうだ。さらに、小学校

低学年までの間に日本に戻って来

た帰国子女は、文法の理解があま

りできていないがために「棚」が

未完成であるので、言語保持が困

難なのだと言う。逆に言えば、日

本に戻る時期が遅い程、言語保持

は成功しやすいのだ。

　 服 部 教 授 は、 今 回 の 講 演 で

“Read a lot.” というアドバイス

を何度もなさった。これは決して

帰国子女ばかりでなく、外国語学

習者一般に向けられた言葉であ

る。四技能の中で「読み」は最も

取り組むのが容易であるから、先

述のような「腕」や「棚」のさび

付きを防止させるのに重要な役割

を果たしている。英語教員のなす

べきことは、毎日、短時間でも英

語を使わせて生徒の外国語能力を

保持させることである。また、外

国語学習者の、言語に対する関心

を失わせないようにすることも不

可欠である。英語学習においても、

日本人になじみのない不規則変化

動詞などを覚える必要があるが、

それらをテストのときに思い出せ

なかったからと言ってそのことを

責めたりすると、モチベーション

の低下を引き起こしかねない。忘

れることは、人間にとって至極当

然のことであるという大前提を忘

れずに根気よく指導、及び学習し

続ける必要がある。

（英文学科２年　黒島大輝）

講師紹介

英文学科・英文学会共催講演会

『Second Language Attrition by 
Japanese Children』

2016年６月23日（木）　開催
講演者　服部孝彦氏

服部　孝彦（はっとり　たかひこ）
大妻女子大学・同大学院教授、早稲田大学講師。言語学博士（Ph.D.）。初等・中等・高
等教育を日米両国で受けた帰国子女。米国ケンタッキー州立ミュレー大学（MSU）大学
院客員教授等を経て現職に至る。元ＮＨＫ英語教育番組講師。文科省や教育委員会主催の
外国人講師研修会および日本人英語教員研修会での講演、帰国子女教育関係の講演を数多
くこなし、中学、高校、高専、大学の全てのレベルにおいての英語スピーチコンテストの
審査委員も務める。

主な著書
『EFL reading in Japan: theory, policy, and practice』、メディアイランド、2012 年
『Speak easy: spoken English for Japanese learners』、メディアイランド、2010 年
『国連英検ベーシック・トライアル』、三修社、2009 年
『私たちはいかにして英語を失うか :　帰国子女の英語力を保持するためのヒント』、
アルク、2006 年　など多数

講演会だより
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　今回の講義では、20 万部越

えのベストセラー『下流老人』

の著者である藤田氏に、今年度

発行された『貧困世代』を解説

しながら、現代日本の課題をお

話ししていただいた。

　藤田氏はソーシャルワーカー

として、現場から貧困世代の若

者 (15 から 39 歳 ) が拡大して

いることを実感し、これが下流

老人としての高齢者の貧困と密

接に結びついていると主張す

る。藤田氏の著作は『貧困世代』

『下流老人』と刺激的なタイト

ルに受け取られがちであるが、

一億総中流社会などという言説

に惑わされず、自分自身が一体

どこに位置するのかという指標

となり得る。

　貧困の拡大にあたり、これま

では貧困が自己責任型として本

人の資質の問題とされてきたこ

とに対し、藤田氏は社会福祉制

度が機能しないほど脆弱である

ために困っている人が多いと説

明する。

　そして近年では、子どもの貧

困が取りざたされており、ひと

り親世帯の貧困は 50％以上で

ある。貧困は連鎖し、次の世代

に負の遺産が引き継がれてしま

う。また、生活保護を受けるこ

とのできる年収の 9 割の方が

生活保護を受けていないとい

う。こうした貧困は偏見や差別

に加え、雇用の現場、家族扶養

などあらゆることが連関してい

る。貧困を改善するものとして

間違った若者論を信じている人

が多く、社会を可視化しきれて

いないと主張する。

　人々が普通に獲得してきたも

講師紹介

社会学科　地域社会学会　2016 年講演会

「現代日本の若者の貧困」

2016年６月22日（水）　開催
講演者　藤田孝典先生

藤田　孝典（ふじた　たかのり）
NPO 法人ほっとプラス代表理事の社会福

祉士。聖学院大学客員教授。反貧困ネット

ワーク埼玉代表。ブラック企業対策プロ

ジェクト共同代表。厚生労働省社会保障審

議会特別部会委員 (2013 年 )。著書に『貧

困世代　社会の監獄に閉じ込められた若者

たち』( 講談社 )、『下流老人 一億総老後崩

壊の衝撃』( 朝日新聞出版 )、『知りたい！

ソーシャルワーカーの仕事』( 岩波書店 )

など。

のを獲得できない人たちが多く

いるということ。例えば日本の

多くの学生は奨学金を借り、ア

ルバイトで稼がなければ学べな

い現状にある。社会は若者支援

を必要のないものとしている

が、社会福祉や社会保障の対象

として若者を位置付け、資源の

再分配として給付策が最も重要

であると主張する。学生にして

も社会人にしても給付型の奨学

金や住宅費の無償化といった、

給付による間接的民主主義を実

現すべきであるという。

　今回の講義を通して藤田氏

は、「実態を社会が知る」「当事

者が知る」といった可視化を主

張していた。社会の構造は常に

変化しているため、教育現場で

の具体的な勉強に期待がされて

いる。「どこに相談すればよい

のか、自分の身を守るための勉

強ができると良いな」とおっ

しゃった。そして、未来ある若

者に対して、投資を実施する仕

組みを社会のうねりとして充実

させる軸をつくることが必要で

あるという。ネットワークの強

化等、戦略的に要求していくこ

とを結びとして、講演を閉じた。

（社会学科 3 年　馬場　楓）

講演会の様子

講演会だより
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　2016 年 6 月 3 日 ( 金 )18 時

30 分から、3 号館 2 階ホール

にて比較文化学会主催で講演会

を開催した。サンキュータツオ

氏を講師として招くきっかけと

なったのは、彼の熱烈なファン

である友人の存在であった。友

人に感化され、私もサンキュー

タツオ氏と居島一平氏のお笑い

コンビである「米粒写経」のラ

ジオを聴いているうちに、彼の

博学さに尊敬の念を抱いた。そ

して彼の著書を読んでいるうち

に、彼に大学で講演していただ

ければ私たち学生の学びの参

考、そして刺激になるのではと

思い連絡させていただいたとこ

ろ、快く引き受けてくださり講

演をしていただく運びとなっ

た。

　サンキュータツオ氏には、従

来の正しいとされる作品の文学

的解釈や作者の意図にとらわれ

ずに、創造的行為や表現そのも

のとしての「行間」と、その味

わい方について講演していただ

いた。また文学のフィールドで

は俎上にすら上がらないかもし

れない二次創作物や妄想の類の

サブテキストにも言及しつつ、

ジャンルを超えた「行間論」に

ついても、お話いただいた。講

演の中でサンキュータツオ氏

は、「学問」は「問いに学ぶ」

と書くことからも「問いを見つ

ける」ということの重要性を強

調されていた。実際、私たちは

日本において教育を受けてき

て、与えられた問いの答えを探

すという作業が圧倒的に多かっ

講師紹介

2016 年度　比較文化学会　前期講演会

サンキュータツオさんによる『新 行間論』

2016年６月３日(金) 　開催　
講演者　サンキュータツオ氏

サンキュータツオ
居島一平とのお笑いコンビ「米粒写経」

として活躍する一方で、一橋大学非常勤

講師も務める。早稲田大学大学院文学研

究科日本語日本文化専攻博士後期課程修

了。文学修士。日本初の学者芸人。著書

に『ヘンな論文』や『学校では教えてく

れない！国語辞典の遊び方』がある。日

本テレビ『ZIP!』への出演の他、新聞や

ラジオにおいても活躍している。

た。しかし大学において学んで

いる今、その状況を脱し、常に

自ら問いを探し答えを追究しな

ければならない。文学作品にお

いても学術論文においても、自

分なりの行間の解釈から自分な

りの問いをたて、答えを模索す

るというサンキュータツオ氏か

らの一連の提案は、卒業論文に

向けても非常に参考になるもの

であった。

　また今回の講演会では質疑応

答の時間において来場者に多く

の意見や質問を出していただけ

た。意見交流の場を設けるため

の会場選びや座席の配置を心が

けたため、積極的な議論の場を

提供できたことは非常に嬉し

かった。講演後にサンキュータ

ツオ氏からも都留文科大学の学

生と会場の雰囲気をお褒め頂

き、学生の来場者からも満足の

声を聴かせていただいた。

　最後になりましたが、遠い山

梨の地までいらしてくださった

サンキュータツオ氏をはじめ、

講演会の実現にご協力いただい

た皆様、本当にありがとうござ

いました。

（比較文化学科 3 年　

尾形はづき）

講演会の様子

講演会だより
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熊本ボランティア報告

　都留文科大学災害ボランティアチーム

ＶＳ（バーサス）を復活させ、5 月の大型

連休中に学生団体として現地入りすること

が決定したのは、最初の揺れから 5 日後

のことでした。4 月 29 日の出発までの 9

日間でメンバー集めと準備、事前ミーティ

ングが行われ、最終的には 4 年生 4 名と 1

年生 2 名の 6 名で熊本に出発しました。

　私達は５月１日から７日までの１週間、

ＲＱ九州という災害支援団体の一員として

熊本県美里町を拠点とし、県内の様々な場

所で活動を行いました。内容は被災者の引っ越し支援やがれき撤去の他に、子ども支援、農

家支援、被災者のニーズ調査等多岐に渡り、１週間活動が途切れることはありませんでした。

　その一方で、ボランティアの「限界」も痛感することになりました。私達が活動を始めた

頃には震災から既に２週間以上が経過しており、人力のみで可能な作業の多くは終わってい

る状況でした。倒壊家屋は多くが震災後の姿で残されていましたが、重機やそれを扱う免許

を持たない私達の手に負えるものではありませんでした。また、各建物には行政によってそ

の倒壊の危険度を示す紙が貼られており、いわゆる「赤紙」、つまり危険を示す紙が貼られ

ている建物にはボランティアは入れません。依頼が来ても赤紙が貼ってあるためにお断りせ

ざるをえない。お手伝いしたくてもできない歯がゆさをメンバーそれぞれが感じました。

　それでも、活動後に「皆さんが来てくれたおか

げで（依頼者が）笑った顔を久しぶりに見ること

ができた」などといった言葉を現地の方々から頂

けると、「来てよかった」と感じることができま

した。全てのお手伝いはできなくても、ボランティ

アが「今」「ここに」いることに意味があるのだ

と実感した１週間でした。

　５月と９月に行った私達の活動の様子は本学

の環境・コミュニティ創造専攻ブログ（http://

tsuruunv.sakura.ne.jp/subject/kankomi/） に

掲載されております。そちらもぜひご覧ください。

（社会学科現代社会専攻１年　福泉春太朗）

現地の方々と（熊本県南阿蘇村）

活動の様子（熊本県熊本市）
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都留文科大学合唱団8年連続金賞および
日本放送協会賞を受賞

　私たち都留文科大学合唱団は 11 月 19 日（土）に鳥取県鳥取市で開催された全日本合唱コ

ンクール全国大会大学ユースの部において、8 年連続金賞および日本放送協会賞を受賞しまし

た。連続金賞の記録に対するプレッシャーの中、悲願を達成するべく日々の練習に励んでま

いりました。本番の演奏では、これまでの成果を発揮し、思いを込めた演奏をすることが出

来ました。全国の舞台で

演奏できたことは私たち

にとって大きな財産とな

りました。応援してくだ

さった皆様に心より感謝

申し上げます。これから

もより良い演奏をできる

よう団員一同、精進して

まいります。

（都留文科大学合唱団　

団長　望月綾乃）

　本学の女子バレーボール部で構成されているクラブチーム Elephant が、8 月 12 日（金）

から大阪中央体育館で行われた全日本 6 人制バレーボールクラブカップに山梨県を代表して

出場しました。結果は Elephant 史上最高のベスト 8 という成績を収めることができました。

この成績は指導してくださる先生、目標となる先輩、高め合う仲間がいるからこそ、得られた

ものだと思います。一人一人が努力することでチーム全体の力となり、今回のような結果につ

ながりました。

　Elephant は毎年成績を上げることが

できているので、来年は「優勝」を目指

します。

　日々の練習は時間もスペースも限られ

ていますが、自分たちの取り組み方次第

で結果も変わるので、都留文科大学とし

ても、Elephant としても、今後も一生

懸命練習に励んでいきたいと思います。

（初等教育学科３年　山田愛）

本番を終えて

第36回全日本6人制バレーボール
クラブカップ女子選手権大会ベスト８

大会当日の様子
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第43回鶴鷹祭

　鶴鷹祭は平成 28 年で 43 回目を

数えますが、前回の第 42 回までは

本学の 24 勝 16 敗２分けと勝ち越

しており、また過去４年間は都留文

科大学が勝利を収めております。

　そのような状況で、５連覇をかけ

た本学は『原点回帰』を、対する高

崎経済大学は連敗阻止するべく『取

り戻せ鷹の誇りを』をそれぞれス

ローガンに掲げ、各々の競技で熱い

試合が繰り広げられました。

　開会式では伝統となっている両

校の応援団によるエール交換、本

学のモダンダンスサークルによる

チアリーディングなどが行われ大

会に華を添えました。競技が始ま

ると、両校の学生が互いに競い合

い、励まし合い、一年間の成果を

互いにぶつけ合いました。

　２日間の激戦の末、『都留文科

大学 ７ － 15 高崎経済大学』と

惜しくも勝利を逃し、５連覇の夢

は達成できませんでした。

　来年度は舞台を本学に移し、再

び勝利を掴み取るため、本学の体

育会の部活動に所属する学生たち

が対抗戦に挑みます。来年の熱き

戦いは、どちらの大学に勝利をも

たらすのでしょうか。「鶴」の勝

利に期待します。

　６月 25 日（土）と 26 日（日）の２日間にわたり、高崎経済大学において『第

43 回鶴鷹祭（都留文科大学・高崎経済大学総合体育対抗戦）』が開催されました。

開会式の様子

本学の応援団によるエール

競技の様子
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第61回桂川祭 開催報告

　鮮やかな風船に彩られた開会式でのバルーンリリースから始まり、学内の各団体による模

擬店やアーティスト新山詩織さん、お笑い芸人あばれる君さん、平野ノラさんによるライブ

などが行なわれ、会場は大いに盛り上がりました。また、全日行われた体験型企画では、ス

ノードーム作りや水ヨーヨー釣りなどを楽しんでいただくことができました。

　1 日目には今年度の新企画である「つるうみすいぞく館」が開催されました。海のいきも

のとふれあえる「ふれあい水槽」のほかに、ペンギンのお散歩イベント、ペンギンとの写真

撮影イベントなどが大好評でした。

　2 日目には移動動物園企画の「つるどうぶつえん」も開催されました。小さなお子さんを

連れたご家族も多く来場し、文大生だけでなく地域の方々も楽しめるイベントとなりました。

　最終日の閉会式では夜空に華やかな花火が打ち上げられ、3 日間の幕を閉じました。

　酒類購買者への年齢確認の徹底などを行った結果、大きな事故もなく終えることができま

した。多くの方のご協力もあり、ルールが守られた楽しい 3 日間になったと考えております。

　出店団体の方々や来場者をはじめとする、第 61 回桂川祭の開催にご協力くださった全て

の方々の色が溢れひとつになり、素敵な色で彩られた桂川祭になったのではないでしょうか。

本当にありがとうございました。

「学生による出店」の様子

　11 月 3 日 ( 木）から 11 月 5 日（土）ま

での 3 日間にわたり、第 61 回桂川祭が開

催されました。今年のテーマは『COLORS』。

「桂川祭をつくり上げる・参加する 1 人 1

人の色が溢れてひとつになるように、そし

て桂川祭を彩るように」という意味が込め

られています。

≪桂川祭を振り返って≫

　本年度の第 61 回桂川祭は、11 月 3 日 ( 木 ) から 11

月 5 日 ( 土 ) の 3 日間行われ、テーマは「COLORS」

でした。テーマの通り、参加してくださった皆様と一緒

に、素敵な色で桂川祭を彩ることができたと感じており

ます。催しなどを楽しんで頂けましたなら幸いです。

　最後になりましたが、大学関係者の皆様、地域の皆様、

学生の皆様のご協力のもと無事に全日程を終了すること

ができました。この場をお借りして御礼申し上げます。
第 61 回桂川祭実行委員長　小林真美
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夏季オープンキャンパス報告

　７月 16 日（土）・17 日（日）に夏季オープンキャ

ンパスが開催されました。今年の最大の特徴は、２

日間に分けて開催したことです。ここ数年オープン

キャンパスの参加者は 1800 名を超えることが多く、

会場に入りきらない、食堂に長蛇の列ができる等の

問題がありました。そこで、今年は混雑緩和のため

に、１日目に英文学科、比較文化学科、国際教育学科、

２日目に初等教育学科、国文学科、社会学科、国際

教育学科と、２日に分けて開催することになりまし

た。初めての試みで不安もありましたが、蓋を開けてみると大きな混乱もなく、両日で 2740

名というこれまでにない大勢の方々にご来場いただきました。

　参加者の傾向としては、県外からご家族連れで参加した方が多かったように思います。北海

道から沖縄まで、全国各地から遠路はるばる本学にお越しいただき、大変ありがたいことだと

感じています。ただ、課題であった混雑緩和という点に関しては、２日間に分けてもなお、想

定をはるかに上回る人数の来場があったため、来年度に持ち越しとなりました。今後もさらに

改善を進め、本学の魅力を一人でも多くの方にアピールできればと考えています。

　当日は、大学概要説明会や各学科の説明会・特別講義、個別相談会などに加えて、学食体験

やキャンパスツアー、部活やサークルによる演奏・演技など多くの催し物が開催され、大いに

賑わいました。この他、初めての試みとして学生主催による個別相談会も催されました。学生

たちの笑顔と親切・丁寧な対応に参加者の疲れも癒されたと聞きます。大過なく夏季オープン

キャンパスを終えられたのも、この日に向けて準備を重ねてくださった教職員の皆様、学生の

皆さんのおかげです。この場を借りて厚く御礼申し上げます。

（広報委員長　別宮有紀子）

キャンパスツアーの様子

個別相談会の様子学科別説明会の様子
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秋季オープンキャンパス報告

　本年度で第 9 回目となる秋季オープンキャンパスを、10 月 10 日（月）から 14 日（金）ま

での 4 日間（水曜日を除く）にわたり開催しました。

　本年度は昨年度の 8 日間から 4 日間に期間を短縮しての開催でしたが、例年同様に多くの

高校生・保護者が本学を訪れました。

　主な内容として、公開授業（90 分）への参加、個別相談会、学生の案内によるキャンパス

ツアー、無料学食体験などを実施しました。また、10 日（月）には、来年度より開設される「国

際教育学科」の特別講義も開講され、約 30 名の受験

生が講義に参加いたしました。

　参加した高校生の総数は延べ 378 名と、昨年（388

名）と同様に多くの受験生が参加しました。

　恒例となったキャンパスツアーでは、本学学生がガ

イド役となり案内いたしました。保護者も含む参加者

に対し、キャンパス内の施設などをグループで回り、

丁寧に説明していました。参加者からは、「学生の方

に施設を案内してもらうことで学生生活がよりイメー

ジできた」、「施設の案内だけでなく、相談にも親身に

乗って頂けた」等の声が聞かれ非常に好評でした。

　また、その他にも「（授業中に）大学生が積極的に

意見交換し、活発な雰囲気を味わえた」、「教員免許や

留学について、多くの情報を得ることができた」、「来

年度から文大に通えるよう一生懸命勉強に励みたい」

といった感想が多く寄せられました。アンケートでは、

今回秋季オープンキャンパスに参加した生徒のうち、

7 割以上が本学の受験を決めており、非常に熱心に講

義や相談会に参加しておりました。

前期修了者卒業式

　9 月 28 日（水）、本部棟 3 階大会議室において、

平成 28 年度前期修了・卒業証書の授与式が執り行わ

れました。

　今年は９名の学部卒業者と１名の大学院文学研究科

卒業生のうち、6 名が出席しました。

　当日は、担当教員をはじめ多くの教職員が見守るな

か、福田誠治学長より一人ひとりに卒業証書が授与さ

れました。

　その後、学長から卒業生に「送ることば」として激

励や祝辞が贈られ、卒業生たちの前途を祝しました。

個別相談会の様子

キャンパスツアーの様子

前期卒業式の様子
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教員免許状更新講習

　本学では、例年、教員免許状更新講習を開催しております。8 年目を迎えた今回は、7 月 2 日から 7

月 30 日までの土曜日又は日曜日、計 7 日間にわたり 13 講座を開講し、延べ受講者数は 483 名にのぼ

りました。

　なお、今年度から教育職員免許法施行規則等の一部改正に対応した選択必修領域の講習も開講いたし

ました。

　開講した講座は以下のとおりです。

【必 修 領 域】：『教育の最新事情』佐藤隆教授・堤英俊講師、

【選択必修領域】：『危機管理と組織的な対応を考える』大島英樹立正大学教授

【選 択 領 域】：

○小学校教諭向け：『地層と化石の観察』（理科教育）鷹野貴雄非常勤講師・前田誠一郎非常勤講師、『子

どもとともに絵本の世界へ』（国語教育）藤本恵教授、『意味のやりとりを重視した外国語活動の授

業づくり』（小学校英語教育）上原明子准教授、『数と図形の歴史から算数の楽しさを学ぶ』（算数教育）

岡野恵司講師、『感性を働かせて描いてみよう！動いてみよう！』（図工体育）【図工】竹下勝雄教授・

鳥原正敏教授・布山浩司特任准教授【体育】水口潔教授、

○中学校、高等学校教諭向け：『経済学・現代日本経済を学ぶ』（社会分野）村上研一中央大学 准教授、

『国語教材の読みと授業づくり』、（国語分野）牛山恵名誉教授、『Maximising Motivation in the 

English Classroom』（英語分野）Hamish Gillies 准教授

○小学校、中学校、高等学校教諭向け：『学校におけるＩＣＴ活用授業と情報モラル教育』（情報教育）

日向良和准教授・杉本光司特任教授、『子どもの心の理解と援助』（教育相談）早川惠子非常勤講師、『学

級集団育成の理論とグループアプローチ』（学級経営）品田笑子特任教授

　本年度も夏季集中講座として、初等教育学科・地域交流研究センター・教職支援センターの共催によ

る「現職教員教育講座」を、7 月 25 日（月）・26 日（火）の 2 日間にわたって開催いたしました。

　例年の通り、一人ひとりの子どもを理解することをベースに、子どもの思考や感情・感覚に即した学

習のあり方を探る「教師の子ども理解と学習指導」をテーマとし、2 日間で 4 講座を開講いたしました。

　第１日目は、宮下　聡先生（教職支援センター特任教授）の『いじめに苦しむ子を支える、いじめ解

決を子どもの学びにする』と春日由香先生（初等教育学科准教授）の『教科に関する研究講座Ⅰ－子ど

もがわかる授業を作る・国語－』、第 2 日目は、山﨑隆夫先生（教職支援センター特任教授）の『子ど

も理解と学習指導』と上原明子先生（初等教育学科准教授）の『教科に対する研究講座Ⅱ－英語を楽し

む授業をつくる－』を開講いたしました。

　本講座は、山梨県教育センターによる「十年経験者研修」の選択講座にも指定されており、都留市内

だけでなく県内各地の小中学校及び高等学校より、延べ 50 名以上の先生方のご参加をいただきました。

夏季集中講座「現職教員教育講座」を開催

子ども理解と学習指導英語を楽しむ授業をつくる
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子ども公開講座を開催

　都留市教育委員会と連携した「子ども公開講座」を子ども達の夏休みの期間に開催しました。

　7 月 30 日（土）は、都留文科大学内において、北垣憲仁特任教授による「森の動物の不思議」

を開催し、植物や昆虫、都留の山にいる生き物についての話をしながら、キャンパスの中や楽

山公園を歩きました。

　8 月 17 日（水）は、3 号館ホールにおいて、「留学生と遊ぼう」を開催し、コーディネーター

を務める留学・国際交流室の小林文子さんや留学生の人たちと百人一首や書道ゲームで交流を

深めました。

　8 月 20 日（土）は、山梨県富士山科

学研究所において、内山美恵子特任教授

による「富士山の中の水の旅」を開催し、

火山と富士山について、観察や実験を通

して学習しました。

　これらの講座の様子は、地域交流研究

センターのブログで紹介しています。ま

た、来年の 1 月にも「読書の楽しさを知

る」と題した講座を開催する予定です。

市民公開講座を開催

　市民公開講座「日本文学から世界文学へ－夏目漱石と多和田葉子の鉄道小説を読む－」と題

した講座を、2 号館 2102 教室で全 3 回の日程で開催し、約 30 名が受講しました。

　今回の市民公開講座は、国文学科の野口哲也准教授による講座で、各回のテーマは、第 1

回が「夏目漱石と多和田葉子の異郷体験」、第 2 回が「夏目漱石の鉄道と富士山―『虞美人草』

『三四郎』」、第 3 回が「多和田葉子がやって来る―『ゴットハルト鉄道』『容疑者の夜行列車』」

でした。

　今年没後 100 年を迎える夏目漱石と、

今年度本学特任教授に就任した多和田葉

子さんの「鉄道」を舞台とした小説を比

較することで、この 100 年間で日本人

の意識がどのように〈移動〉したかを考

えていきました。

　講座の様子や参加者の感想は、地域交

流研究センターのブログで紹介していま

す。
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都留文科大学が朝日新聞全国版
「国公立大学 進学のすすめ」特集に登場

　7 月 26 日（火）の朝日新聞朝刊「国公

立大学進学のすすめ」に都留文科大学が

掲載されました。この特集は、全国から

16 大学が 26 日（火）、27 日（水）の 2

日間で 8 大学ずつ登場し、自大学が持つ

魅力や取り組み、今後の大学としてのビ

ジョンについて紹介するものです。

　都留文科大学は、「「子ども理解」を柱

に教員を育てて 60 年」というタイトルの

もと、福田学長による挨拶や教職支援セ

ンターで実施している「SAT（学生アシ

スタントティーチャー）事業」、地域交流

研究センターの「クロス・ボーダー・プ

ロジェクト」を掲載いたしました。こち

らの記事については、本学のホームペー

ジからも閲覧可能です。

　 ま た、 朝 日 新 聞

出版 AERA ムック

の『国公立大学 by 

AERA 大人になる

君たちへ』にも本学

が掲載されておりま

す。こちらでは、前

述 の SAT 事 業 と、

国文学科のゼミ活

動、来春開設される

国際教育学科が紹介

されております。朝

日 新 聞 出 版 AERA

ム ッ ク は 2016 年

11 月より、全国の

書店で販売されてお

ります。

朝日新聞朝刊「国公立大学進学のすすめ」の本学記事

朝日新聞出版 AERA ムック　『国公立大学 

by AERA　大人になる君たちへ』

都留文科大学 by AERA
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　都留に住んで 2 年になる。「ツル」という音の響きには何ともい

えない魅力がある。都留市役所のウェブサイトにはこの名の由来を

植物の「蔓」とする説が紹介されている（http://www.city.tsuru.

yamanashi.jp/forms/info/info.aspx?info_id=14359（ 平 成 28 年

10 月 12 日確認））。富士山麓の山あいにあたかも蔓が伸びるように

家々が並ぶさまをあらわしたものだろうか。しかし住んでみて感じる

のは、かつて読んだ本（後述）に書かれていたことだが、「ツル」の

名は「水」のことをさすのではないかということだ。都留の町を歩け

ばすぐに気づくように、ここには水が豊かに流れている。川や水路だ

けでなく湧水もあちこちにある。「ツル」についての自分の知識を整理し、関係のことがらを少し調

べてみることにした。

　鹿児島には「水流」と書いて「ツル」と読む場所がある。横浜には「鶴見」があり、川や水とかか

わりの深い地名ときく。私は名古屋の桜山に住んだ時期が長かった。旧居から自転車で少し行ったと

ころに「鶴舞公園」がある。今年８月にゲーム「ポケモン GO」の聖地という報道があった公園だ。

もよりの駅は中央線「ツルマイ（鶴舞）」駅（写真）である。

　「ツル」と水のかかわりについて書かれた本がある。件の鶴舞公園のある場所はかつて「水流間（ツ

ルマ）」とよばれ、水のあるところだったという。その後、

「水流間」を「鶴舞」と書くよう改めたが、時代がさら

に下って「ツルマイ」とも読まれるようになったようだ。

そのほか、宮崎県の「ツル（水流）」地名や、「ツル」が

「都留」と書かれる例について言及がある（山口恵一郎、

1977、『地名を考える』、日本放送出版協会、p.93.）。

　鶴舞公園から少し行くと元古井、古井ノ坂など、水に

かんする地名がある。豊かな水を活用した酒造工場が近

くにあったことも知られている。ここまで、不確かな話

でしかない。ただ「ツル」の地名に、人の暮らしと水と

のかかわりを思わずにいられないのである。

編 集 後 記

都留と水のこと

山口博史

別宮有紀子（委員長）・日向良和（副委員長）・水口　潔・田口麻奈・竹島達也・高橋　洋・内山史子・山口博史
ノルドストロム・ヨハン・新保祐司（担当副学長）・田中正樹（経営企画課長補佐）・関戸章雄（情報センター）
高山みどり（企画広報担当）・渡邉誠大（企画広報担当）
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